
親の貧困状況が子どもの生活や進路に直結 

↓ 
・奨学金制度の充実 

・ひとり親世帯が必要とする支援の 

「見える化」          など 

取り組むべき課題はたくさん！ 
沼田市全体から考えていきたい！ 

                                          

  

「働き盛り」「現役世代」とされる中間層に対する 

サポートが十分ではないということが分かりました。 

沼田市男女共同参画セミナー・実践講座報告   

「男女共同参画の視点から沼田市の＜貧困＞を考えよう！」と

始まった今年度の講座。 

「ひとり親家庭を対象に調査するグループ」「年代別の貧困状況

と対策を調べるグループ」「無料学習塾の実態を調べるグループ」

の 3つに分かれ、それぞれ調査・分析し、報告会を行いました。

沼田市のひとり親世帯（シングルマザー）の一部の方に、アンケートにご協力いただきました。 

 
 

（城西大学准教授） 

＊ 裏面へ ＊ もう少し規模を広げて 

ひとり親世帯の     を把握し、 

★未成年の子の生活費等にあてられるべき 

養育費が支払われない。離婚の際に取り決めを 

していないケースも多い。 

★過半数以上は、長時間、働かざるを得ず、 

子どもと一緒に過ごす時間がほとんどない。 

貧困の連鎖を断ち切り、 

誰も孤立させない 

地域を目指すために  提案します！ 18歳未満の子ども 18歳から 64歳までの中間層 65歳以上の高齢者 

年代別にみると、 

★多くが年収 250万円未満 

●回答結果から･･･  
例えば、「ジョブカフェぐんま」 

（利根沼田振興局４階）など 

就職支援の窓口はあるものの、 

そこに至るまでの対策や支援が不十分 

 

申請の手続きが
困難 

各機関の横の
連携がとれて
いない 

･･･対策はあっても 

当事者が戸惑ってしまう課題があることも浮き彫りに･･･ 

★「生活状況が苦しい」が 8割以上 

●調査をしてみて･･･ 
声 



                 
☎ - -   
火～金曜日 9:00～12:00、13:00～16:00 

土・日曜日 9:00～12:00  
※月曜日、祝日、年末年始（12/29～1/3）は休み 
月曜日が祝日の場合、直後の平日も休み  

・自立して能力を発揮したい  

・夫婦、家族のことで悩んでいる 

・仕事と家庭生活の両立で悩んでいる など･･･ 
           

どんな小さなことでもお気軽にご相談ください。専門の相談員がお話を伺い、 

あなたの心の重荷が少しでも軽くなるようお手伝いします。 

（相談無料、秘密厳守です） 
                        
 

 

                

（編集：みなこ・ヤマ・いくお・こば） 

★ご意見・ご感想をお寄せください★ 

☆興味のある方、お問合せください☆ 
 
【編集】 沼田市男女共同参画実践講座 

【発行・連絡先】 市役所 生活課 協働推進係 

〒378-0053  沼田市東原新町 1801-72 

保健福祉センター2階 市民活動センター内 

TEL／FAX 0278-22-8444 

E-mail: numatanchi@ia5.itkeeper.ne.jp     
ＮＰＯ法人「結いの家」の無料学習塾（平成 28年 11月開設） 

・現在「子ども学習支援事業」として市の委託を受け実施中 

・小学生と中学生を対象に、沼須町１か所で実施 

相 談 内 容 相談日･時間 相談専用電話  

その理由の一つは、働く親たちが、塾の時間に子どもの

送迎ができないこと。 

「見えない貧困」に対して、 
子どもたちの将来に直結する 

問題として関心を持ち、 

対策を考えていかなければ！ 

地域と行政が連携して地域コミュニティ力を高めていく。 

行政が民間ボランティアをサポートし、より活動しやすい環境づくりをする。 

市役所に気軽に相談できる｢なんでも相談｣窓口が必要 

同じテーマの 
藤田孝典さんの講演会 

内容は、 
ハピネス第９号 

（Ｈ３０.１０.１発行）で紹介 
市ホームページまたは 
下記連絡先へ 

 市内の就学援助の受給者239人に比べ、 

 塾の利用者は25人のみ  

･･･しかし！    
経済的に厳しいご家庭やひと

り親家庭の小・中学生が対象 
 

毎週土曜 14:30～16:30 

   〃   18:30～20:30 

毎週月曜 18:30～20:30 

※子ども食堂も併設 

 
 

沼田市の貧困の実態を調べるため、３グループに分かれ
データ収集を行いましたが、皆さんの熱意に感動！ 

１． 
３． ２． 

無料学習塾が 

子どもたちの歩いて通える場所 
（例えば通学路など）に増えて欲しい！ 

教育格差や 

進学を断念する 

子どもたちを 

増やさないために 

市・保護者・企業 

など市全体で 
 貧困は誰にでも起こりうること。 

自分の問題として考えていきましょう。また、 

「子どもは社会の子」と頭に刻み、サポートして 

いこうではありませんか。 

 新年度には、貧困について第２弾の講演会も 

考えていますので、ぜひご参加ください。 


